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研究成果の概要（和文）：中学校保健体育科において医薬品に関する内容を題材に取り上げ、医薬品の外箱、添付文書
を活用した指導実践を実施した。６週間後に行った質問紙調査によれば、医薬品の正しい使い方の知識は高く、意識や
医薬品の学習への興味・関心も継続していた。教員の意識調査では、医薬品に関する知識や情報は大切であると認識し
ていたものの、医薬品教育への抵抗感もあり、医薬品に関する情報が少ないことが明らかとなった。こうした課題を解
決するための情報提供に資する教材を作成し、評価検討を行った。また、生徒向けのデジタル絵本教材を作成した。ま
た、生徒主体の課題解決型の学校保健委員会活動を薬剤師の協力を得て実施し、参考冊子を作成した。

研究成果の概要（英文）：In this study,classesses on "the correct usage of medicine" were conducted in 
accordance with the new courses of Study.In addition,the teaching method and teaching materials used in 
the classes were examined to create a model teaching plan with outer case and instruction.The posttest 
questionnaire was administered six weeks after the classes. There were some significant differences 
between the pretest and posttest. The proportion of participants who answered that "medicines have some 
side effects" increased siginificantly. The consciousness of learning about medicines and knowledge of 
medicines of junior high school students siginificantly improved because of the intervention. 
Consciousness of teachers for the education on medicines in school were high.However About 30 to 50 % of 
teachers felt difficulty for students to teach medicines,and also information for teaching was little. In 
this study, we made teaching materials for teachers and digital materials for students.

研究分野： 学校保健

キーワード： 医薬品教育　保健学習　セルフメディケーション　中学校　高等学校　薬剤師　教材　デジタル絵本

  ２版



１． 研究開始当初の背景 

（1）WHO は 2000 年、自分自身の健康に責任

をもち、軽度な身体の不調は自分で手当で

きるセルフメディケーションの考え方を提

示し、医薬品使用についてもガイドライン

を示した。医薬品は、正しく使用しなけれ

ば重大な健康被害を招く危険性があるが、

我が国では、医薬品に関する教育は十分に

行われてきたとは言えず、不適切な使い方

をしている事例の少なくない。こうした背

景を元に、青少年に対して医薬品の正しい

使い方について指導することの重要性が次

第に認識され、新しい学習指導要領におい

てもその充実が図られつつある。 

(2) 医薬品の正しい使い方を指導するに当

たっては、その内容が薬学の専門性に関わ

ること、及び指導を受けた生徒が生涯にわ

たって実践に活かすことができるようにす

るためには、教員が理解できるようにする

とともに、わかりやすい教材の開発及び指

導の工夫が求められる。 

２． 研究の目的 

（1） 中学校における｢保健体育科｣教員を対

象として｢医薬品｣に関する知識や意識

について調査を実施し、教育実践のため

の基礎資料とする。 

（2） 中学校で、保健体育、特別活動など教

科・領域間での連携による効果的な指導

方法について検討し、授業実践を行う。 

(3)  養護教諭や薬剤師の専門性を生かした

保健指導の進め方について検討する。 

(4) 教員のニーズに応じた教材開発を行う。 

３. 研究方法 

(1)医薬品に対する教員の意識調査  

中学校保健体育科教員（保体と略す）、養護

教諭（養教と略す）を対象として医薬品の教

育に対する指導者の意識調査を実施した。質

問項目は教員自身の医薬品使用行動に関する

項目、医薬品教育に関する項目とし、郵送に

よる質問紙調査を実施した。 

（2）中学校保健学習の医薬品授業の実践 

 授業実践の対象は、中学校 2 年及び 3 年生

とし、9 学級において実施した。実施にあた

っては、校長に研究の趣旨を説明し、同意を

得た。授業の主題は生徒が医薬品の間違った

使用行動を起こさないために「医薬品の正し

い使い方」を主題とし、グループワーク主体

で実施した。授業は 2 時間で構成し、指導内

容については、第 1 時では「医薬品を使用す

る必要性について」、「医薬品の種類、錠剤と

カプセル剤の違い」、第 2時では「空箱から情

報収集」、「医薬品の正しい使用方法の理解」、

「薬の体内動態及び体内血中濃度の理解」、

「医薬品の副作用についての理解」とした。

第 1時では、「薬を使うってどんなとき」をテ

ーマとしブレインストーミングを実施した。

また、カプセル剤と錠剤の違いについては模

型を用い、その構造の違いについて確認する

とともに、カプセル剤については少量の水で

は貼り付いてしまうことを実験で示した。第

2 時では薬の空箱に記載されている情報と内

容を書き出すこと、水やぬるま湯以外の飲み

物で医薬品を使用した場合に化学変化が起こ

る可能性があることを実験で示した。体内動

態についてはパネルを使用した。さらに、医

薬品の添付文書を活用し、書かれている情報

を書き出すとともに、その中から副作用につ

いて書かれていることに気付くよう働きかけ

た。 

授業実施前及び実施終了後の約 6 週間後に生

徒の意識調査を実施した。いずれの調査も無

記名自記式質問紙を用いて実施した。 



（3）教員

教員を対象とした意識調査の結果に基づき

情報内容を以下の

味し、

品の教育新設の背景、②

の説明、③医薬品の安全性に関する最新情報、

④医薬品とのつきあい方（セルフメディケー

ション）、⑤協力授業のポイント、⑥関連

サイト情報。

作成した小冊子

教育委員会

び養護教諭に配付した。

を添付し、自由意思による評価を依頼した。

回答については、ファクシミリによる返信を

依頼した。

（4）デジタル絵本教材の作成

 日常生活において医薬品使用が

状況を想定し、場面をデジタル絵本化して

興味・関心をもてるよう工夫した。絵本にお

いては、選択肢の正誤を生徒に問

せるように工夫した。

(5) 薬剤師と連携した高校生主体のセルフメ

ディケーション活動

生徒保健委員会が核となり、セルフメディケ

ーションをテーマとして生徒の意識調査を行

うとと

ビューを実施するなどの実践活動を行った。

また、生徒主体で冊子を作成するとともに学

園祭での展示発表を実施した。

４．研究

（1）

質問に対する肯定的回答（全く思う＋どちら

かと言えばそう思う）の割合を示す。

①「必要に応じて医薬品使用は大切」と回答

した割合は保体、養教いずれも

②「安全性の面から医薬品使用に抵抗がある」

）教員対象の医薬品

教員を対象とした意識調査の結果に基づき

情報内容を以下の

、B5 版 8頁の

品の教育新設の背景、②

の説明、③医薬品の安全性に関する最新情報、

④医薬品とのつきあい方（セルフメディケー

ション）、⑤協力授業のポイント、⑥関連

サイト情報。 

作成した小冊子は、

教育委員会管下の中学校

び養護教諭に配付した。

を添付し、自由意思による評価を依頼した。

回答については、ファクシミリによる返信を

依頼した。 

）デジタル絵本教材の作成

日常生活において医薬品使用が

状況を想定し、場面をデジタル絵本化して

興味・関心をもてるよう工夫した。絵本にお

いては、選択肢の正誤を生徒に問

せるように工夫した。

薬剤師と連携した高校生主体のセルフメ

ディケーション活動

生徒保健委員会が核となり、セルフメディケ

ーションをテーマとして生徒の意識調査を行

うとともに、薬局を訪問して薬剤師にインタ

ビューを実施するなどの実践活動を行った。

また、生徒主体で冊子を作成するとともに学

園祭での展示発表を実施した。

研究成果 

） 教員を対象とした意識調査

質問に対する肯定的回答（全く思う＋どちら

かと言えばそう思う）の割合を示す。

①「必要に応じて医薬品使用は大切」と回答

した割合は保体、養教いずれも

②「安全性の面から医薬品使用に抵抗がある」

対象の医薬品情報提供

教員を対象とした意識調査の結果に基づき

情報内容を以下の 6 項目に絞って、内容を吟

頁の小冊子を作成した。①医薬

品の教育新設の背景、②学習指導要領と解説

の説明、③医薬品の安全性に関する最新情報、

④医薬品とのつきあい方（セルフメディケー

ション）、⑤協力授業のポイント、⑥関連

は、A 県教育委員会

管下の中学校、保健体育科教諭及

び養護教諭に配付した。配布時に評価シート

を添付し、自由意思による評価を依頼した。

回答については、ファクシミリによる返信を

）デジタル絵本教材の作成

日常生活において医薬品使用が

状況を想定し、場面をデジタル絵本化して

興味・関心をもてるよう工夫した。絵本にお

いては、選択肢の正誤を生徒に問

せるように工夫した。 

薬剤師と連携した高校生主体のセルフメ

ディケーション活動 

生徒保健委員会が核となり、セルフメディケ

ーションをテーマとして生徒の意識調査を行

もに、薬局を訪問して薬剤師にインタ

ビューを実施するなどの実践活動を行った。

また、生徒主体で冊子を作成するとともに学

園祭での展示発表を実施した。

教員を対象とした意識調査

質問に対する肯定的回答（全く思う＋どちら

かと言えばそう思う）の割合を示す。

①「必要に応じて医薬品使用は大切」と回答

した割合は保体、養教いずれも

②「安全性の面から医薬品使用に抵抗がある」

情報提供小冊子作成

教員を対象とした意識調査の結果に基づき

項目に絞って、内容を吟

を作成した。①医薬

学習指導要領と解説

の説明、③医薬品の安全性に関する最新情報、

④医薬品とのつきあい方（セルフメディケー

ション）、⑤協力授業のポイント、⑥関連

教育委員会及び B

、保健体育科教諭及

配布時に評価シート

を添付し、自由意思による評価を依頼した。

回答については、ファクシミリによる返信を

）デジタル絵本教材の作成 

日常生活において医薬品使用が起こりうる

状況を想定し、場面をデジタル絵本化して

興味・関心をもてるよう工夫した。絵本にお

いては、選択肢の正誤を生徒に問い、考えさ

薬剤師と連携した高校生主体のセルフメ

生徒保健委員会が核となり、セルフメディケ

ーションをテーマとして生徒の意識調査を行

もに、薬局を訪問して薬剤師にインタ

ビューを実施するなどの実践活動を行った。

また、生徒主体で冊子を作成するとともに学

園祭での展示発表を実施した。 

教員を対象とした意識調査 

質問に対する肯定的回答（全く思う＋どちら

かと言えばそう思う）の割合を示す。 

①「必要に応じて医薬品使用は大切」と回答

した割合は保体、養教いずれも90％であった。

②「安全性の面から医薬品使用に抵抗がある」

作成 

教員を対象とした意識調査の結果に基づき、

項目に絞って、内容を吟

を作成した。①医薬

学習指導要領と解説

の説明、③医薬品の安全性に関する最新情報、

④医薬品とのつきあい方（セルフメディケー

ション）、⑤協力授業のポイント、⑥関連 Web

B 市

、保健体育科教諭及

配布時に評価シート

を添付し、自由意思による評価を依頼した。

回答については、ファクシミリによる返信を

起こりうる

状況を想定し、場面をデジタル絵本化して、

興味・関心をもてるよう工夫した。絵本にお

、考えさ

薬剤師と連携した高校生主体のセルフメ

生徒保健委員会が核となり、セルフメディケ

ーションをテーマとして生徒の意識調査を行

もに、薬局を訪問して薬剤師にインタ

ビューを実施するなどの実践活動を行った。

また、生徒主体で冊子を作成するとともに学

質問に対する肯定的回答（全く思う＋どちら

①「必要に応じて医薬品使用は大切」と回答

％であった。

②「安全性の面から医薬品使用に抵抗がある」

については、

不良時の行動」は、保体、養教とも

が「休養睡眠」であり、「薬局薬店で相談」、

「大衆薬使用」は合計で

④医薬品の授業に当たって知りたいことは、

「主作用副作用」、「安全性」が保体、養教と

もに約

で医薬品の正しい使い方を教えることに抵抗

を感じる」は保体、養教とも

品の授業は生徒に有用か」については保体

88％

に対して肯定的な意識をもつ反面、医薬品使

用には抵抗感が存在し、適切な医薬品使用行

動が選択されていな

につながっている可能性が示唆された。

このような不安の軽減に関係するのは、医

薬品の教育新設の背景の理解や医薬品の安全

性に関する情報であることが示唆された〈図

１〉。従って、医薬品の教育を円滑に進めるた

めには、保健体育科教員や養護教諭向けの情

報提供が有効であると考えられた。

（2

 「医薬品が体内で効くしくみ」について「詳

しく知っている」及び「ある程度知っている」

と回答した割合は合わせて

58.5

については、保体

不良時の行動」は、保体、養教とも

が「休養睡眠」であり、「薬局薬店で相談」、

「大衆薬使用」は合計で

④医薬品の授業に当たって知りたいことは、

「主作用副作用」、「安全性」が保体、養教と

もに約 90％、⑤「医薬品には危険性もあるの

で医薬品の正しい使い方を教えることに抵抗

を感じる」は保体、養教とも

品の授業は生徒に有用か」については保体

％、養教 91％であった。

に対して肯定的な意識をもつ反面、医薬品使

用には抵抗感が存在し、適切な医薬品使用行

動が選択されていな

つながっている可能性が示唆された。

このような不安の軽減に関係するのは、医

薬品の教育新設の背景の理解や医薬品の安全

性に関する情報であることが示唆された〈図

１〉。従って、医薬品の教育を円滑に進めるた

めには、保健体育科教員や養護教諭向けの情

報提供が有効であると考えられた。

2）授業実践前後の生徒の知識や意識の比較

「医薬品が体内で効くしくみ」について「詳

しく知っている」及び「ある程度知っている」

と回答した割合は合わせて

58.5％にまで上がった。薬の正しい使用法に

保体 35％、養教

不良時の行動」は、保体、養教とも

が「休養睡眠」であり、「薬局薬店で相談」、

「大衆薬使用」は合計で 10

④医薬品の授業に当たって知りたいことは、

「主作用副作用」、「安全性」が保体、養教と

％、⑤「医薬品には危険性もあるの

で医薬品の正しい使い方を教えることに抵抗

を感じる」は保体、養教とも

品の授業は生徒に有用か」については保体

％であった。

に対して肯定的な意識をもつ反面、医薬品使

用には抵抗感が存在し、適切な医薬品使用行

動が選択されていないことや教育への抵抗感

つながっている可能性が示唆された。

このような不安の軽減に関係するのは、医

薬品の教育新設の背景の理解や医薬品の安全

性に関する情報であることが示唆された〈図

１〉。従って、医薬品の教育を円滑に進めるた

めには、保健体育科教員や養護教諭向けの情

報提供が有効であると考えられた。

授業実践前後の生徒の知識や意識の比較

「医薬品が体内で効くしくみ」について「詳

しく知っている」及び「ある程度知っている」

と回答した割合は合わせて

％にまで上がった。薬の正しい使用法に

％、養教 51％、③「体調

不良時の行動」は、保体、養教とも 80％以上

が「休養睡眠」であり、「薬局薬店で相談」、

10％未満であった。

④医薬品の授業に当たって知りたいことは、

「主作用副作用」、「安全性」が保体、養教と

％、⑤「医薬品には危険性もあるの

で医薬品の正しい使い方を教えることに抵抗

を感じる」は保体、養教とも 21％、⑥「医薬

品の授業は生徒に有用か」については保体

％であった。指導者は、医薬品

に対して肯定的な意識をもつ反面、医薬品使

用には抵抗感が存在し、適切な医薬品使用行

いことや教育への抵抗感

つながっている可能性が示唆された。

このような不安の軽減に関係するのは、医

薬品の教育新設の背景の理解や医薬品の安全

性に関する情報であることが示唆された〈図

１〉。従って、医薬品の教育を円滑に進めるた

めには、保健体育科教員や養護教諭向けの情

報提供が有効であると考えられた。 

授業実践前後の生徒の知識や意識の比較

「医薬品が体内で効くしくみ」について「詳

しく知っている」及び「ある程度知っている」

と回答した割合は合わせて 18.9％から

％にまで上がった。薬の正しい使用法に

③「体調

％以上
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％未満であった。
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で医薬品の正しい使い方を教えることに抵抗

％、⑥「医薬
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指導者は、医薬品
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用には抵抗感が存在し、適切な医薬品使用行

いことや教育への抵抗感

つながっている可能性が示唆された。 
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ついても正答率が事前に比べて高くなった
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て「はい

72.7％に有意に増加した。医薬品の不適切な

使用は改善傾向にあった。医薬品の学習に対

する興味関心は全般的に高くなった。

（3）作成・配付した小冊子の評価

先生からひろがるセルフメディケーション

表紙を示す。

「参考になった」、「理解できた」とする肯定

的評価は

ベネフィットのバランスについては、改善の

余地があったことから修正の上、第

成した。本小冊子については、ニーズに応じ

配付している。

（4）デジタル絵本教材の開発

 デジタル絵本教材として「医薬品

の一歩」を作成し

ついても正答率が事前に比べて高くなった

〈図２〉。「医薬品には副作用がある」につい
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本教材を活用するために指導展開例を作成し、

「自信を持って取り組める医薬品の教育」に

掲載するとともに、ホームページ上にアップ

ロードした。
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 高校生を対象とした意識調査から浮かび上

がった課題は、生徒の半数が以前に病院から

もらった薬を服用した経験があること、両親

や祖父母から薬をもらうケースが多いことで

あった。活動では、薬局訪問および学園祭で

の展示、冊子作成を通じ生徒自身が医薬品の

正しい使い方について意識が高まるとともに、

薬局の活用の重要に気付くことができた点を

挙げることができた。
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